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改正条例の周知チラシ（文案） 

 

改正条例の周知方法として、チラシの作成を考えており、掲載する内容の文案を作

成しましたので、以下の内容についてご意見をお願いいたします。 

・１～４は条例改正で追加する４つの努力義務になりますので、チラシに掲載する際

の【タイトル】や【説明文】の表現内容について 

・改正内容に関連し、チラシに啓発したい記事（飼い主のいない猫対策の支援、犬の

適正飼養）がありますので、タイトルや内容について 

・また、他に啓発したいことなどありましたらご提案をお願いいたします。 

 ※レイアウトの都合上、優先順位の高いものを掲載したいと考えています。 

 

１ 

条文 （飼い主の遵守事項） 

第８条 飼い主は、動物を適正に飼養し、又は保管するため、次に掲げ

る事項を遵守しなければならない。 

(3) 動物の数は、適正に飼養し、又は保管することが可能な範囲を超

えることがないように努めること。 

 

 ※下線部が追加されます 

 

【タイトル】 

適正な頭数の飼養・保管 

 

【説明文】 

飼養事情や環境で、適正に飼える動物の頭数は異なります。多頭飼育問題となら

ないように、動物の数は、適正に飼養管理ができる範囲を超えないようにしましょ

う。 

 

【メモ】  

 

 

 

 

  

資料３ 
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２ 

条文 （犬の飼い主の遵守事項） 

第８条の２ 犬の飼い主は、前条の規定によるほか、次に掲げる事項を

遵守するよう努めなければならない。 

(1) 飼い犬の種類、大きさ、発育状況、健康状態等に応じて適正な運

動をさせること。 

(2) 飼い犬の習性、生理、生態等を理解した上で、周辺の生活環境に

適応するように当該飼い犬に適したしつけを行い、飼い主の制止に従

うように訓練すること。 

 

 ※全文が追加されます 

 

【タイトル】 

飼い犬のしつけ等 

 

【説明文】 

犬の飼い主は、正しいしつけについて学び、飼い犬のことをよく理解した上で、

その飼い犬に適したしつけを行いましょう。 

また、こう傷事故などを防止するため、飼い主の抑止に従うようにトレーニング

を行いましょう。 

 

【メモ】  
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３ 

条文 （猫の飼い主の遵守事項） 

第８条の３ 猫の飼い主は、第8条の規定によるほか、飼い猫の健康及び

安全を保持し、当該猫がみだりに繁殖することを防止し、及び周辺の

生活環境を保全するため、飼い猫を屋内で飼養し、又は保管するよう

努めなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、飼い猫を屋外で行動できるような方法で

飼養する場合には、猫の飼い主は、当該猫がみだりに繁殖することを防

止するために必要な措置を講ずるとともに、排せつのしつけその他周辺

の生活環境に配慮した適正な飼養を行うよう努めなければならない。 

 

 ※全文が追加されます 

 

【タイトル】 

飼い猫の屋内飼養 

 

【説明文】 

猫の飼い主は、飼い猫の健康と安全のため、また、周辺環境の保持とみだりな繁

殖を防ぐため、屋内で飼養しましょう。 

 

【メモ】  
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４ 

条文 （飼い主のいない猫に給餌等を行う者の遵守事項） 

第８条の４ 飼い主のいない猫に給餌又は給水を行う者は、当該猫が

みだりに繁殖することを防止するために必要な措置を講じ、及び周辺

の生活環境を損なうことのないよう適切な管理を行うよう努めるとと

もに、周辺地域の住民その他の者の理解を得られるよう努めなければ

ならない。 

 

 ※全文が追加されます 

 

【タイトル】 

飼い主のいない猫に餌やりする者の遵守事項 

 

【説明文】 

飼い主のいない猫に餌やりするには責任が伴います。 

周辺環境の保持のため、不妊去勢手術を実施し、餌の管理やトイレの設置などの

適切な管理を行い、周辺住民の理解が得られるようにしましょう。 

 

【メモ】  
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飼い主のいない猫対策を支援します 

  

① 猫の去勢・不妊手術費の補助事業 

※飼い主のいない猫の手術費も対象となります 

 

② 猫の捕獲器の貸出し（手術目的の場合に限る） 

 

③ 地域におけるＴＮＲ活動の支援 

※ＴＮＲ活動とは、飼い主のいない猫の繁殖を抑えることを目的に、猫

を捕獲（Trap）し、不妊去勢手術（Neuter）を実施して、元の場所に戻す

（Return）活動です 

 

【メモ】  
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飼い犬の適正飼養について 

  

① 登録・狂犬病予防注射は飼い主の義務です 

 

② 放し飼いは条例で禁止されています 

 

③ 散歩中のフンは持ち帰り、尿は水で流しましょう 

 

④ 鳴き声などで人に迷惑をかけないようにしましょう 

 

【メモ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


